
プロイラー鶏舎の消毒効果試験

をプロイラー入雛前の鶏舎消毒に使用し、現行の消毒方法との間で

併せてプロイラーを飼育し、その生産性を調査する。

■■■■プロイラー農場

3、 試験期間

平成 5年 6月 17日 ～ 6月 30日 (計 4回 )

4、 試験区分

1)試験羽数および飼養形態

1、 目 的

衛生洗剤 「ルーベ」

効果を比較検討し、

2、 試験場所

羽 数   鶏舎面積   鶏舎構造 飼養形態 考備

試験区 4900羽   125坪   ウィンドレス 無鑑中抜き 早出雄 1300。 50日

対照区 4900羽   125坪   ウィン ドレス 無鑑中抜き 早出雄 1300。 50日

2)鶏舎消毒法

試験区 対照区

第 1回目検査 第 1回 目検査

1.水洗

2.乾燥

1。 水洗

2.乾燥

第 2回 目検査 第 2回 目検査

3.ルーベ L-3

(500倍 , 50/坪)

4.水洗

5.乾燥

3.オル ソ剤

(500倍 )

4。 乾燥

5.次亜塩素酸ナ トリウム

第 3回 目検査 第 3回 目検査

6.オル ソ剤

(500倍 )

6.消石灰乳

7.逆性石鹸

第 4回 目検査 第 4回 目検査

注)ルーベの使用量

0,2%:水 10に対して 2g、 1
ルーベ所要量 :2g× 625=1

25坪 として坪 50X125=6250

250g



5、 調査項 目

(1)除糞後、第 1回 目水洗直後、第 1回 目消毒直後、第 2回 目消毒直後、入雛直前の鶏舎床面の

細菌検査

調査細菌 :一般細菌数 (定量)、 大腸菌群 (定量)、 プ ドウ球菌 (定量)、 サルモネラ菌 (定性)

(2)プ ロイラー育成成績

育成率、出荷体重、飼料要求率、疾病の発生状況等

6、 検査方法

(1)採材場所

試験区、対照区とも鶏舎の横側壁より約 90cmの 部位で入日、中央、奥も3ヶ所 (各々入口

から約 10.8m、 21.6m、 32.4m)を採材場所とした。

(2)採材方法

スタンプスプレー ドに滅菌生理食塩水 l m2を 入れ湿らし、採材場所の4X4cm四 方の床面に

マジックで線を引き、その中央をスタンプスプレー ドにて 1回スタンプしたものを材料とした。

(3)細菌検査

1)一般細菌数

材料原液を10の段階希釈 し、普通寒天培地による混釈培養 (37℃、 24時間)を実施し、

菌数を測定した。

2)大腸菌群

材料原液を 10の段階希釈 し、デソキシコレー ト寒天培地による混釈培養 (37℃、48時間)

を実施し、菌数を測定した。

3)ブ ドウ球菌

材料原液を 10の段階希釈し、スタヒロコッカスLl10寒 天培地による混釈培養 (37℃、

24時間)を実施し、菌数測定をした。

4)サルモネラ菌

材料原液をEEMプロスで増菌培養 (37℃、24時間)した後、セレナイ ト・シスチンブロス

で増菌培養 (37℃、24時間)し、102テストにてサルモネラ菌の有無を確認 した。

7、 結果 (別添図、表参照)

(1)両区において、採材場所による菌数の差は殆ど認められなかつた。

(2)両区全体の菌数の推移

1)消毒前 (除養後)    第 1回採材

一般細菌数 108～ l o9個 、ブドウ球菌数 107～ 108個、大腸菌は 102個、

2)水洗、乾燥後      第 2回採材

一般細菌数、ブドウ球菌数は消毒前と比較して、両区とも2～ 3オーダーの減少が認められ、

大腸菌は両区とも10個以下であつた。

3)第 1回 目消毒後     第 3回採材

試験区ではルーベを使用した消毒、水洗、乾燥により、一般細菌で 3オーダー、ブドウ球菌で

2オーダーの減少が認められたが、対照区では菌数の変化は殆ど認められなかつた。



4)第 2回 目消毒後 (入雛前)第 4回採材

試験区では一般細菌は殆ど菌数の変化は認められなかつたが、プ ドウ球菌は減少が認められた。

また、最終菌数は一般細菌数 1。 8× 102個、ブ ドウ球菌と大腸菌は 10個以下であつた。

一方、対照区では第 1回 目消毒後と比較して一般細菌数、ブ ドウ球菌数ともに2オーダーの減少

が認められた。

また、最終菌数は一般細菌数 1。 8× 103個、ブ ドウ球菌 1.6X103個、大腸菌は 10個以下

であつた。

5)サルモネラ菌は試験区、対照区の全てにおいて検出されなかった。



検 査 結 果

1回 目 2回 目 3回 目 4回 目

試験 区 1

大 腸 菌

ブ ドウ球菌

下 般 細 菌

サ ルモネ ラ

1。 4X102
7.8X107

2。 OX 108

<10

3.9X105

5.6X105

<lo

2。 2X103

2.7X102

<lo

<10

1.5X102

試 験 区 2

大  腸  菌

ブ ドウ球 菌

一 般 細 菌

サ ル モネ ラ

1.2X102

1。 lX 10°

3.7X10°

<10

7.OX 103

8.2X10°

<lo    <lo

l。 7X103   <10

1.6X102  1.6X108

試 験 区 3

大 腸 菌

ブ ドウ球菌

一 般 細 菌

サ ルモネ ラ

l.2X102

2.2X108

2.2X108

<10

3.9X104

2.4X105

<10    <10

1.7X104   <10

6。 3X102  2.4X102

試験 区

全  体

大  腸  菌

プ ドウ球 菌

下 般 細 菌

サ ル モネ ラ

1。 3X102

1.4X108

1。 4X10°

<10

3.8X105

5。 7X106

<10    <lo

6.9X103   <10

3。 5X102  1.5X102

対照 区 1

大  腸  菌

ブ ドウ球 菌

一 般 細 菌

サ ル モネ ラ

1.3X102

1。 3X106

1。 9X10°

<lo

5。 8X104

8.2X104

<10    <lo

2。 2X104  1.4X10・

1.2X104  1.2X109

対照 区 2

大 腸  菌

プ ドウ球菌

一 般 細 菌

サ ルモネ ラ

2.l X 102

2。 2X107

1.9X10°

<10

3.6X105

8。 2X,104

<10  1 <lo

l.4X'105  1。 4X10・

1.21X104  1.2X10・

対 照 区 3

大  腸  菌

ブ ドウ球 菌

一 般 細 菌

サ ル モネ ラ

5.4X102

1。 l x 107

1。 Ox 108

<10

1。 4X105

3.4X105

<:lo       <10

2.8X105  1.5X109
2.2X105  1.3X103

対̈ 照 区

全  体

大  腸  菌

ブ ドウ球 菌
二 般 細 菌

サ ル モネ ラ

2。 9X102

1.l x 107

8.3X108

<10

1。 9x105

3.2X105

<10    <lo

l.5X105  1.6X103

1.2X105  1。 8X103
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鶏 舎 全体 の菌 数 の推 移

(一 般 細 菌 )

2・ 回 日     ,3回 目

採 材 回数

○試 験 区 、 口対照 区

4回 目

鶏舎全体 の菌数 の推移

(プ ドウ球菌 )

菌
　
　
数

・

2回 日     3回 目

採 材 回数

○試験 区 、 日対 照 区

4回 目



鶏 舎 全 体 の菌 数 の推 移

(大 腸菌 )
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